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青年部女性部主張発表県大会
知っ得こ　マーケティング編　
ふくいオンラインビジネス商談会
富山県SDGs宣言を募集します
令和３年度  富山県小規模事業者持続化補助金
各地のイベント　元気とやまきときとトピックス
「ゆず味噌ジェラートの開発」庄川町商工会女性部
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６
月
11
日
開
催
さ
れ
た
富
山
県

商
工
会
連
合
会
の
理
事
会
に
お
い

て
、
石
澤
前
会
長
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
等
に
鑑
み
、
最
高
顧
問
へ
の

就
任
が
承
認
さ
れ
、
宮
本
会
長
か

ら
石
澤
前
会
長
へ
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
た
。

　

な
お
、
石
澤
前
会
長
は
全
国
商

工
会
連
合
会
に
お
い
て
も
引
き
続

き
最
高
顧
問
と
し
て
就
任
し
て
い

る
。

　
武
田  

隆
啓
さ
ん（
南
砺
市
）が

　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
を
受
賞
！

　

　

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会

　
太
田  

由
和
里
さ
ん（
庄
川
町
）が

　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
を
受
賞
！

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
県
大
会

富
山
県
商
工
会
連
合
会

「
最
高
顧
問
」に

石
澤
前
県
連
会
長
が

就
任

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
中
井
将

司
会
長
）
は
７
月
20
日
、
中
小
企
業
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
青
年
部
主
張

発
表
県
大
会
」
を
開
催
し
た
。
７
名
の

代
表
者
が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
や
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て

発
表
を
行
い
、
南
砺
市
商
工
会
青
年
部
の
武
田
隆
啓
さ
ん
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

武
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
青
年
部
と

し
て
地
域
の
為
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
地
域
の
課
題
と
自
社

の
強
み
を
活
か
し
た
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
取
り
組
ま
れ

た
事
例
を
発
表
さ
れ
た
。
青
年
部
が
頑
張
る
こ
と
で
地
域
に
元
気

を
届
け
た
い
と
力
強
く
主
張
さ
れ
た
。
武
田
さ
ん
は
８
月
24
日
に

三
重
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る
。

▼
主
張
発
表
県
大
会
結
果

　
▽
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

　
　
　

＝
武
田　

隆
啓
【
南
砺
市
】

　
▽
優
秀
賞
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　
　
　

＝
高
田　

大
輔
【
上
市
町
】

　
　
　

＝
山
谷　

亮
介
【
高
岡
市
】

　
▽
優
良
賞
（
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰
）

　
　
　

＝
古
川　

琢
也
【
入
善
町
】

　
　
　

＝
竹
田　

和
史
【
庄
川
町
】

　
　
　

＝
松
下　

真
也
【
富
山
市
南
】

　
　
　

＝
畑　
　

隆
志
【
朝
日
町
】

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
水
口
芳

美
会
長
）
は
６
月
29
日
、
中
小
企
業
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
女
性
部
主
張

発
表
県
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　

県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
４
名
が
、

日
頃
の
女
性
部
活
動
等
に
つ
い
て
発
表

さ
れ
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
太
田
由
和
里
さ
ん
（
庄
川
町
）
が
選

ば
れ
た
。

　

太
田
さ
ん
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
に
な
り
、
観
光
客
も
減
少
す
る
中
、
庄
川
町
の
観
光
名

所
等
を
Ｙ
ｏ
ｕ
T
ｕ
ｂ
ｅ
で
動
画
配
信
を
行
っ
た
活
動
に
つ
い

て
お
話
し
さ
れ
た
。「
何
が
で
き
る
の
か
。
今
が
活
動
を
見
直
す

チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
新
し
い
形
で
の
女
性
部
事
業
に
取
り
組
む
意
気

込
み
が
伝
わ
る
内
容
だ
っ
た
。
太
田
さ
ん
は
８
月
18
日
に
愛
知
県

で
開
催
さ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る
。

▼
主
張
発
表
県
大
会
結
果

　
▽
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

　
　
　

＝
太
田
由
和
里
【
庄
川
町
】

　
▽
優
秀
賞
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　
　
　

＝
岡
田　

麻
紀
【
入
善
町
】

　
▽
優
良
賞
（
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
）

　
　
　

＝
岡
田　

啓
子
【
富
山
市
南
】

　
　
　

＝
折
橋　

年
美
【
射
水
市
】

　

発表する武田さん

発表する太田さん

青
年
部
女
性
部
主
張
発
表
県
大
会

青
年
部
女
性
部
主
張
発
表
県
大
会
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回
2
第

　
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
は
随
分
昔
か
ら
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
皆
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
今
さ
ら
・
・
・
と
思
わ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
今
で
も
十

分
に
有
効
と
言
え
る
取
り
組
み
な
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
一
斉
配
信
し
た
メ
ー
ル
の
一
般
的
な
開

封
率
は
10
％
〜
15
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
で

も
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て
い
ま
す
が
開
封
率

は
15
％
〜
20
％
が
平
均
で
す
。
例
え
ば
１
０
０
０
名

の
方
に
メ
ー
ル
を
一
斉
配
信
し
て
開
封
率
20
％
で
あ

れ
ば
２
０
０
名
の
方
に
情
報
を
お
届
け
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
メ
ー
ル
を
開
封
し
た
方
の
中
で
本
文
中
の
リ
ン
ク

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
W
E
B
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
る
方
は
一
般
的
に
１
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
社
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
は
１
〜
５
％
程

度
で
す
。
仮
に
メ
ー
ル
を
ご
覧
頂
い
た
２
０
０
名
の

う
ち
３
％
が
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
れ
ば
６
名
が

W
E
B
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
週
１
回
、
つ
ま
り
月
に
５
回
実
施
す
れ
ば

月
間
で
約
１
０
０
０
回
メ
ー
ル
を
ご
覧
頂
け
て
、
30

回
程
度
W
E
B
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
頂
け
ま

す
。
年
間
で
は
１
２
０
０
０
開
封
、
３
６
０
ア
ク
セ

ス
で
す
ね
。
W
E
B
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
お
問

合
せ
を
頂
け
る
確
率
が
１
％
だ
っ
た
と
す
る
と
年
間

３
〜
４
件
は
お
客
様
か
ら
の
問
合
せ
を
獲
得
で
き

ま
す
。

　
普
段
の
営
業
活
動
な
ど
で
お
客
様
の
名
刺
や

　
こ
の
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
お
客
様
の
中
で
ど

な
た
が
自
社
の
情
報
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
て

い
る
の
か
測
定
す
る
こ

と
が
出
来
て
効
率
的
に

営
業
活
動
が
進
め
て
い

け
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
過
去
に
接
点
は
あ
る

け
ど
購
入
し
て
頂
け
な

か
っ
た
お
客
様
、
以
前
購

入
し
て
頂
い
て
い
た
け

ど
最
近
は
縁
遠
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
お
客
様
な

ど
、
改
め
て
き
ち
ん
と

情
報
を
届
け
れ
ば
自
社

の
商
品
を
求
め
て
く
だ

さ
る
方
は
意
外
と
身
近

に
い
る
も
の
で
す
。
是
非

実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
さ
ら
メ
ー
ル
で
売
上
ア
ッ
プ
！？

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
集
め
て
い
け

ば
い
く
ほ
ど
配
信
リ
ス
ト
が
増
え

て
い
き
ま
す
が
、
メ
ー
ル
作
成
・

配
信
の
手
間
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の

で
手
間
を
増
や
さ
ず
ど
ん
ど
ん
成

果
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま

す
ね
。
単
純
計
算
で
リ
ス
ト
が
２

０
０
０
件
に
な
れ
ば
年
間
７
件
の

問
合
せ
、
３
０
０
０
件
に
な
れ
ば

年
間
10
件
の
問
合
せ
で
す
。
同
じ

よ
う
に
メ
ー
ル
を
配
信
し
て
い
く

だ
け
で
成
果
は
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て

い
れ
ば
、
普
段
の
お
客
様
と
の
接

点
の
中
で
「
メ
ー
ル
見
た
よ
！
」

と
声
を
か
け
て
頂
く
こ
と
も
増
え

て
い
き
ま
す
。
自
然
と
お
客
様
と

の
接
触
回
数
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
で
ザ
イ
オ
ン
ス
効
果
（
接
触
頻
度
が
高
い
ほ
ど
好

感
を
持
っ
て
頂
き
や
す
く
な
る
心
理
効
果
）
が
発
揮

さ
れ
て
商
談
の
成
約
率
向
上
に
も
貢
献
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
更
に
、
最
近
の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
で
は
、
誰

が
メ
ー
ル
を
開
封
し
た
か
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
誰
が
メ
ー
ル
本
文
の
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
っ
た
か
確
認
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
メ
ー

ル
を
配
信
し
て
か
ら
３
日
経
っ
て
も
開
封
し
な
か
っ

た
方
だ
け
を
抽
出
し
て
自
動
的
に
再
度
同
じ
メ
ー

ル
を
再
送
す
る
と
い
っ
た
自
動
化
も
出
来
ま
す
。

マーケティング編

遠藤 頑太
新潟県長岡市出身。新潟大学 経済学部卒業。
大学卒業後、東京の営業コンサルティング・営業
アウトソーシング会社に入社。中小企業から大手
企業・上場企業まで、様々な業種業態にわたる企
業の営業支援を行う。そこで培った営業・販売の
ノウハウを活かして「地域を若い人がもっと活躍
出来る場に変える」という使命をもってグローカル
マーケティングに入社。趣味はドライブと料理。

コンサルティング部 部長

事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の
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お問合せ先

URL　http://www.fcci.or.jp/shodankai/

TEL0776―33―8283 　FAX0776―50 ―6789 E-Mail  keiei@fcci.or.jp
事務局／福井商工会議所　創業・経営支援課

ビジネス商談会
ふくい
北陸三県縦断ビジネスチャンス創出プロジェクト

業種・規模

不問
参加
無料

・北陸３県の商工会議所・商工会の会員企業
・東京・関西・中部の商工会議所の会員企業
（東京・大阪・東大阪・京都・神戸・大津・名古屋・ 四日市・各務原・高山・松本・上越）

参加資格

昨年の実績 参加者の声

エントリーから商談までの流れ

ふくいオンラインビジネス商談会 で

 エントリー期間 2021年8月16日 9月29日
営業担当者と

直接マッチングが
できます！

参加メリット①

オンラインだから
全国各地の企業と
商談ができます！

参加メリット②

エントリーから
商談まで
すべて無料！

参加メリット③

エントリー登録から商談申込・商談依頼への回答までをネット上で行っていただきます。
商談日時の調整と商談は、相手先の企業と直接行っていただきます。（商談時間30分間）

業種・規模に関係なく
エントリーできます！

エントリーはこちらから

エントリー登録 エントリー事業所の公開、
商談申込（10社まで）、回答

商談期間
（商談調整を含む）

8/16㈪～9/29㈬ 10/6㈬～10/27㈬ 11/8㈪～11/26㈮

北陸3県・東京・関
西・中部の企業と

の

販路拡大の大チャン
ス！！

今後の取引に
つながりそう

役に立たな
かった等

4.6％

33.3％ 全体の75％
が「有益だった」と回答37.5％

％24.6

商談がほぼ成立した

有益だった

291エントリー：

340マッチング数：

社

件
■ スムーズに商談ができ、有益でした。
■ 相手先の企業と商談日時の調整が
　 直接できるので、効率的でした。
■ コロナ禍のピンチをチャンスに
　 変えられました。
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　県内企業等からＳＤＧｓの取組みを宣言いただく「富山県ＳＤＧｓ宣言」を募集し、
県の専用ホームページ等で広く発信することにより、県内企業等でのＳＤＧｓの取組み
や、県や市町村、県内企業等の連携を促進し、本県のＳＤＧｓの取組みの推進を図ります。

・県の専用ホームページ等で自社のＳＤＧｓの取組みをＰＲできます。
・お互いの取組みを知ることにより、他企業等との連携促進が期待できます。
・自社の事業等とＳＤＧｓの関連性の再認識による従業員の理解促進とモチ

ベーションアップにつながります。
・企業イメージの向上による多様な人材の確保や新たな事業機会の創出につな

がります。

SDGs宣言事業の主な流れ
（1）自社で優先的に取組む課題や事業を整理し、関連するSDGsの目標を確認
（2）（1）の内容を基にSDGs達成に向けた目標と取組内容を「SDGs宣言」として宣言、県へ提出
　　　県へ提出された「SDGs宣言」は県の専用サイト（8月開設予定）に掲載
（3）サイトではSDGsに関する取組みやすい事例やユニークな取組みなどを紹介し、さらなる取り組み

を促進
（4）宣言企業等の皆様には、毎年度、SDGs宣言の実施状況を報告いただき、専用サイトで紹介（必要

に応じて宣言内容を見直し）詳しくは「富山県SDGs宣言作成ガイド（PDF：377KB）」をご覧
ください。

必要書類（1.届出書、2.ワークシート、3.宣言書）をメール
でご提出ください。（「関連ファイル」からダウンロード
ください）第2次募集からは、専用サイトからの応募と
なります。

https://www.pref.toyama.jp/100202/kurashi/
chihousousei/030705sdgs.html

■対象者
ＳＤＧｓの推進に関し、実施している又は実施する予定である富山県内
に本社又は支社等を有し、県内において事業活動を行う企業、法人、団
体、個人事業主

■募集期間
　第１次募集 　７月５日（月）～８月10日（火）
　第２次募集 　９月１日（水）～10月29日（金）

富山県ＳＤＧｓ宣言を募集します

ＳＤＧｓ
宣言の
メリット

応募方法

富山県
ＳＤＧｓ
宣言
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デザイン打ち合わせ
素材選び お見積り デザイン

サンプル確認
仕上がり
納品

お問い合わせから仕上がりまで、丁寧に作業を進めていきます。

まずはお気軽にお問い合わせください TEL.076-427-1533

http://at-tshirt.com

高品質なオリジナルプリントウェアはアットTシャツにおまかせください！

TEL：（076）423-3171（代表） www.cgc-toyama.or.jp 

中小企業・小規模事業者を支える身近なパートナー 

資金調達 

経営支援  創業支援 
事業承継 

信用保証 

お気軽にご相談ください 

など 

令和３年度  富山県小規模事業者持続化補助金
補助金申請は商工会がお手伝いします！

小規模事業者が経営計画を作成し、そ
の計画に沿って行う販路開拓の取組等
を支援。

一　　般　　枠 　特　別　枠

補助金上限

内 容

補 助 率

公 募 締 切

補助事業期間

補 助 対 象
経 費

・50万円（単独申請）
・500万円（共同申請）

・機械装置等費、広報費、展示会等出展
費、旅費、開発費、資料購入費、雑役
務費、資料購入費、借料、専門家謝金、
専門家旅費、設備処分費、委託費及び
外注費等

小規模事業者がＢＣＰもしくは事業継続力強化計
画を策定し、その計画に基づいた設備導入や訓練
を行うために必要な経費を補助することにより、
防災・減災への取り組みを推進。

・100万円（単独申請）
・500万円（共同申請）

2/3

2021年8月31日（火）

交付決定日～2022年1月31日（月）

・BCP計画策定に係る費用
・BCP計画等で必要とした設備の購入、設備に係る
経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（機械及び装置、建物付属設備、器具及び備品）
・訓練の実施に係る経費　　　　　　　　　　　　
（会場使用料、講師謝金・旅費、研修費、印刷製本
費、書籍購入費）

富山県商工会連合会では、中小・小規模事業者から
の経営相談の対応を行う専門相談員を設置し事業
者の支援体制の強化を図ります。

■コロナ対策を含めた支援制度等を事業者へ周知し、それ
ぞれの相談案件に適した制度を活用していただく事を目
的とします。
■中小・小規模事業者が抱える専門的、多岐にわたる経営
課題に専門相談員が対応します。
■相談方法　来会、電話、Zoom

【税理士】
　菅原  昌仁 氏〔創業・事業承継・財務会計等〕
【中小企業診断士】　
　丸亀 　 徹 氏〔経営一般・事業計画策定・補助金活用支援等〕
【社会保険労務士】　
　友澤  景子 氏〔労務関係・助成金活用等〕

コロナ対策経営相談
窓口体制強化事業

お気軽に
ご相談
ください。

窓口相談日（富山県商工会連合会）

菅原  昌仁 氏 丸亀 　 徹 氏

8/5㈭・8/19㈭8月 8/17㈫・8/24㈫
13：00～17：00 13：00～17：00

9/2㈭・9/16㈭9月 9/7㈫・9/14㈫

友澤  景子 氏

8/11㈬
13：00～17：00

9/15㈬

相談無料 事前予約制  お近くの商工会にお申込みください

※公募要領は、富山県商工会連合会のＨＰをご確認下さい。

新
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イベント名 開催日 お問合せ先
なりひら風の市

阿曾の市

おやべよってかれマーケット

旧北陸道アート in 小杉

ふれあい青空市「やまだの案山子」

9月11日（土）

9月11日（土）

9月19日（日）

9月25日（土）～26日（日）

9月（月・火・水・土・日・祝）

富山市八尾山田商工会

小矢部市商工会津沢支所

小矢部市商工会小矢部支所

竹内源造記念館

やまだの案山子

076-455-3181

0766-61-2356

0766-67-0756

0766-55-3288

076-457-2333

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント開催が延期、または中止になる場合があります。詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

各地 9月のイベント

富山県赤坂会館の営業終了について
　東京都港区にある県の宿泊施設「富山県赤坂会館」につき
ましては、今年の９月30日をもって営業を終了いたしますの
で、お知らせします。
　営業期間が残りわずかとなり残念ではございますが、長年
にわたり多くの方にご愛顧いただき、誠にありがとうござい
ました。
【営業終了の経緯】
　富山県赤坂会館は、昭和48年の開館以来、県関係者の皆
様の交流や情報交換の場などとしての役割を担ってきまし
たが、県では、行政改革委員会や包括外部監査からの指摘
も踏まえ、施設のあり方を幅広く検討してまいりました。
　昨年来の新型コロナウイルス感染症の感染拡大により大変
厳しい運営が続き、近い将来に大幅な改善を見込むことが困
難な状況となる一方、周辺一帯では再開発計画が具体化しつ
つあり、現在、再開発準備組合が令和５年度の都市計画決定
を目指して調整を進めておられます。
　こうした状況の中で、営業を継続することは困難であると判断
し、今年の９月30日をもって営業を終了することといたしました。
■お問い合わせ先

○赤坂会館の営業終了について（富山県商工労働部商工企画課管理係）
　電話：076-444-3242　　FAX：076-444-4401
　メール：ashokokikaku@pref.toyama.lg.jp
○赤坂会館のご利用・ご予約等について（富山県赤坂会館）
　電話：03-3586-0991　　FAX：03-3584-6059
　ホームページ：https://www.toyamaken-akasakakaikan.jp/

「インターンシップナビとやま」への登録企業を募集しています！
　富山県インターンシップ推進センターでは、県内企業及び学生双
方の多様なインターンシップに対するニーズに対応するため、イン
ターンシップのマッチングサイト「インターンシップナビとやま」を
運営しています。
　学生と企業との雇用のミス
マッチ対策、学生に企業の魅
力を知っていただくための機
会として、インターンシップの
実施にぜひご活用ください。
１  ウェブサイトの名称・URL
　「INTERNSHIP NAVI とやま」　
　https://internshipnavi-toyama.jp/
２  インターンシップナビとやまの機能
　・インターンシップ参加企業の検索
　・オンラインでのインターンシップへのエントリー
　・学生と企業のウェブマッチング
３  掲載申込み方法
　掲載を希望される企業の方は、トップページにある「企業・
団体のみなさま」欄の「ご案内」「利用規約」「個人情報取り扱
い」をご一読いただき、「登録申込書」に必要事項をご記入のう
え、下記住所宛てに郵送でお申し込みください。
■お問い合わせ先

富山県インターンシップ推進センター
〒930-0805　富山県富山市湊入船町9-1 とやま自遊館２階
ＴＥＬ：076－482－3420　ＦＡＸ：076－482－3421

富山県小規模企業者緊急支援補助金
（通称ミニリバイバル補助金）

　新型コロナの影響により売上が減少した小規模企業者の
皆様が取組む販路開拓やDX、新ビジネスの創出などを後押
しします。
〔補助対象者〕
新型コロナの影響を受け、売上高が減少した、県内に主たる
事業所を置小規模企業者（※NPO法人、医療法人を含む）
【補助率】3/4　【補助金額】最大30万円
※令和3年6月30日㈬〔県予算成立日〕以降に実施し、同年12月
24日㈮までに完了のうえ実績報告書を提出する見込みのある
事業が対象

〔募集期間〕
令和3年8月中旬～9月中旬
※内容審査のうえ先着順。予算額に達した時点で受付を終了
〔申請方法・申請先〕
オンライン申請・郵送
富山県ミニリバイバル補助金事務局　TEL076-444-5476

　

富山県中小企業リバイバル補助金〈第3次募集〉
　新型コロナの影響により売上が減少した事業者の皆様が取組む
販路開拓やDX、新ビジネスの創出などを後押しします。
〔補助対象者〕
新型コロナの影響を受け、売上高が減少した、県内に主たる事業所
を置く①中小企業者、小規模企業者　②NPO法人、医療法人　③
組合（中小企業等経営強化法に基づくもの）
通常枠【補助率】中小・組合2/3 小規模3/4 【補助金額】最大100万円
特別枠【補助率】中小・組合3/4 小規模4/5 【補助金額】最大200万円
※令和3年6月30日㈬〔県予算成立日〕以降に実施し、同年12月24日㈮まで
に完了のうえ実績報告書を提出する見込みのある事業が対象

〔募集期間〕
令和3年8月中旬～9月中旬
※内容審査のうえ先着順。予算額に達した時点で受付を終了

〔申請方法・申請先〕
オンライン申請・郵送
富山県中小企業リバイバル補助金事務局　TEL076-444-5476
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庄
川
地
域
に
は
清
流
と
し
て
名

高
い
庄
川
の
周
辺
に
古
く
か
ら
湯

治
の
湯
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

庄
川
温
泉
郷
が
あ
り
ま
す
。
日
本

最
北
端
の
ゆ
ず
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培
最
適
地
と
い

わ
れ
る
こ
の
地
域
で
は
、
土
地
の

気
候
と
風
土
が
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む
香
り
高
い
ゆ
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の
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産
が
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ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
と
な
み
ブ
ラ
ン
ド
に
も
指

定
さ
れ
る
「
庄
川
ゆ
ず
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を
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用

し
た
ジ
ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
、
焼
き

菓
子
、
味
噌
と
い
っ
た
加
工
品
は
、

道
の
駅
、
土
産
店
、
ス
ー
パ
ー
各

所
で
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さ
れ
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お
り
お
土
産

と
し
て
喜
ば
れ
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幅
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イ
ン

ナ
ッ
プ
を
揃
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て
い
ま
す
。

　

庄
川
町
商
工
会
女
性
部
で
は
イ

ベ
ン
ト
等
で
、
特
産
品
で
あ
る
庄

川
ゆ
ず
を
使
用
し
た
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
ゆ
ず
味
噌
」
を
使
っ
た
商
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ゆ
ず
味

噌
で
「
ゆ
ず
味
噌
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」

を
商
品
化
し
、
地
域
内

の
観
光
施
設
等
で
販
売

で
き
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。

　

庄
川
ゆ
ず
の
特
徴

は
、
日
本
海
側
の
き
び

し
い
自
然
の
中
で
育
つ

た
め
、
果
皮
が
厚
く
、

実
は
強
い
酸
味
や
香
り

を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
特

上
品
で
す
。
そ
の
特
徴
や

地
元
食
材
へ
の
こ
だ
わ

り
を
伝
達
で
き
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
を
専
門
家
の
先

生
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。

　　

商
工
会
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、

金
屋
ゆ
ず
生
産
組
合
長
様
に
庄
川

の
特
産
「
ゆ
ず
」
の
特
徴
に
つ
い

て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ゆ
ず
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
で
、
新
し
い
発
見
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

特
産
品
の
商
品
開
発
の
際
に
は
、

地
域
の
特
性
や
強
み
を
把
握
し
、

消
費
者
に
届
く
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く

り
が
重
要
で
す
。
専
門
家
の
先
生

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
客
層
の
違

い
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
上
の
注
意
点

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。
今
回
開
発
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト

は
観
光
客
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
い
う

こ
と
で
「
商
工
会
女
性
部
の
手
作

り
味
噌
で
あ
る
こ
と
」、
「
地
元

材
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
」

が
わ
か
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
し

ま
し
た
。

　

味
の
完
成
ま
で
は
試
食
を
何
度

も
行
い
、
従
来
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

ゆ
ず
味
噌
」
を
庄
川
ゆ
ず
の
特
徴

で
あ
る
果
皮
の
厚
さ
の
食
感
を
活

か
す
よ
う
改
良
す
る
な
ど
試
行
錯

誤
し
、
ゆ
ず
の
酸
味
と
味
噌
の
コ

ク
を
楽
し
め
る
、
ま
ろ
や
か
な
味

の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
ゆ
ず
味
噌
の
こ
だ
わ
り

や
、
完
成
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
な

ど
の
基
本
事
項
の
み
で
な
く
、
観

光
客
に
庄
川
の
良
さ
や
特
産
の
ゆ

ず
が
庄
川
町
民
に
根
付
く
特
別
な

存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
感
動

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

２
月
に
販
売
を
ス
タ
ー
ト
。

　

今
後
は
道
の
駅
庄
川
や
観
光
施

設
、
旅
館
の
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
等
で

販
売
し
、
庄
川
町
の
特
産
品

と
し
て
ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

庄
川
町
商
工
会
女
性
部

地
域
資
源
を
活
用
し
た

商
品
開
発
を
！

庄川町商工会女性部

庄
川
町
商
工
会
女
性
部

ゆ
ず
味
噌
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
開
発

ゆ
ず
味
噌
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
開
発
～
庄
川
町
特
産
品「
ゆ
ず
」で
新
商
品
を
～

～
庄
川
町
特
産
品「
ゆ
ず
」で
新
商
品
を
～

庄
川
町
商
工
会
女
性
部

最
初
は
「
ゆ
ず
」
を

学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

庄
川
町
商
工
会
女
性
部

ス
ト
ー
リ
ー
作
り
の

大
切
さ
を
学
ぶ

庄
川
町
商
工
会
女
性
部

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
！

い
よ
い
よ
販
売
ス
タ
ー
ト

砺波市庄川町示野116
TEL 0763-82-1155


